
理学部研究ニュース

魏蛍光 in situ hybridization法 による霊長類の遺

伝子マッピング ビオチン標識プローブと蛍光標

識二次抗体を用いた Huorescence in situ hybridi―

zation(FISH)法は,非特異的バックグラウンド

が少なく,しかも両クロマチッドの相同部位にき

れいにシグナルが観察されるところから,遺伝子

マッピングの重要な手法となっている。我々の研

究室では,ク ローン化されたヒト遺伝子・ DNA

フラグメントをプローブとして,FISH法 により

チンパンジー,オ ランウータン,アカゲザルなど

のサル類の遺伝子マッピングを進めている。霊長

類の染色体進化を明らかにし, ヒト・ ゲノムのな

りたちを知ることが目標である。すでに主要組織

適合遺伝子複合体 (MHC)領域などの決定を行な

うとともに,国際ワークショップ等で報告されて

いる従来のサル類の遺伝子マップの誤りも指摘し

てきた。これらの研究結果の一部は,国際霊長類

学会 (1990年 7月 )等で報告した。 平井百樹 ,
7月 (人類)

鶉マーコヴィツ客員教授, ノーベル賞受賞 着任

まもない10月 16日 に,予測制御数学寄付講座の招

聘教授 ハリー・ マーコヴィツ教授 (ニューヨー

ク市立大)の今年度のノーベル経済学賞の受賞が

決まった。マーコヴィツ教授は近代経済学におい

て盛んに研究されているポートフォリオ セレク
ションの理論といわれる新しい資産運用理論を初

めて提唱し近代ポートフォリオ理論の基礎を創っ

た先駆者である。この理論は簡単にいえば,株式

投資において多数の銘柄の組み合わせの全体を考

え, リスクをある値以下のもとで リターンを最大

にするための最適な組み合わせを求める数理理論

である。確率的に変動するデータを考えなければ

ならぬ点,通常の数学の条件つき変分問題と異な

る。この理論は,共同受賞者のシャープ教授 (ス

タンフォード大), ミラー教授 (シカゴ大)に よ

って発展させられた。なお,こ の寄付講座は生命

保険協会によるもので本年 4月 1日 から始まって

いる。今回のことは,外国人招聘教授の人選を完

全に我々当事者にまかせることの大切さをある意

味で示しているといったらいいすぎであろうか。

さらにいえば,寄付講座であったからこそ可能

であったので,単年度主義の予算,総花的施策 ,

杓子定規な評価など,今日の公的機関からの資金

によるものでは障害がありすぎて極めて困難であ

つたと考える。 増田久弥,10月 (数学)

蒻 3次元多様体の “幾何学化 "定理 寄付講座初

年度の招聘教授の一人として数学教室に滞在中の

A.Casson教授 (カ リフォルニア大学バークレイ

校)が最近,次の定理の証明に成功した。

定理 Mを向きづけ可能で閉じた 3次元“既約 "

多様体とする。もし,Mの基本群πl(M)が無限

巡回群 Zを正規部分群として含めば,Mは %ifert

多様体である。

Seifcrt多 様体は曲面上の円周バンドルの拡張概

念で,そ の構造は詳しくわかるものである。基本

群πl(M)に 関する簡単な代数的仮定 (「 Zを正

規部分群として含む」)か ら,Mが非常にはっき

りした幾何学的構造をもつこと (「 Seifert多様体

である」)が結論されるということは,驚 くべき

結果である。

更にこの定理は, "3次元多様体の幾何学化 "

とよばれる,Thurston(プ リンストン大学)によ

る大きなプログラムの中の重要な一部を解決した

ものになっている。

寄付講座はまだスタートしたばかりであるが ,

その初年度にこのような素晴しい結果が得られた

のは誠に喜こばしい。 松本幸夫,10月 (数学 )

鶉曲率と基本群 空間の局所的な様子,曲がりぐ
あいを表わす曲率が ,大域的な性質である基本群 ,

●

●
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πl M,と どうかかわるかはリーマン幾何学の古典

的なテーマで曲率>0な らばπIMは有限群である
ことを示したMyersの定理など多くの結果がある。

それらを一言でまとめると「曲率が大きい空間の

基本群は小さいJと要約出来る。この方向では ,

上記のMyersの もの以外に,リ ッチ曲率≧ 0な ら

第 1ベッチ数≦次元を示した Bochnerの定理,同

じ仮定の下でπl Mに指数有限のアーベル部分群が

存在することを示したCheegeh― Grum011の 定理

がある。これらはMがコンパクトな場合であるが ,

そうでない場合もこめて,M ilnorと GromOvの

定理によリリッチ曲率≧ 0な らば,π lMは指数有

限の巾零部分群を含むことが知られている。

筆者と九州大学の山口孝男氏によりこれらとか

かわり深い次の定理が示された。

定理

断面曲率×直径2>_ε n ならばπl Mは 有限
指数巾零部分群を含む。

ここで εnは次元 nのみによるπの定数。

深谷賢治,10月 (数学)

鶉小さい銀河団の中にも暗黒物質が 銀河団は巨
大な重カポテンシャルをつくるので,そ こに高温

プラズマが捕えられて強い宇宙X線源となる。X

線観測からプラズマの温度や広がりを知ると,銀

河団の重力質量がわかる。我々はX線天文衛星

「ぎんがJを用い,銀河系の近くにある小規模の

銀河団の例として Fornax(ろ 座)銀河団を観潰1

した。これまで高温プラズマは,こ の銀河団の中

心にある巨大ダ円銀河 NGC 1399の まわりに局

在していると考えられていたが,今回の観測では

X線放射が半値幅にして 1.5(約 300キ ロ7N・ 一セ

ク)に も広がっていることを発見した。質量・光

度比の推定値は 200に も達するので,こ のような

小さい銀河団にも暗黒物質 (重力のみ発生する未

知の物質)が存在する確かな証拠がえられたこと
になる。 大橋隆哉,池辺 靖,牧島一夫,10月
(物理)

蒻1985年 12月 に実験が採択された高エネルギー研

東大,京大,東北大と共同で行なった (KEK_

173)中 性K中間子の希崩壊の探索実験は199o年

5月 末日で無事完了した。データ収集時間は延べ

約 6,000時 間に及んだ。1990年 6月 にM ITで行な

われたPANICと 呼ばれる国際会議で1989年 7月

までのデータの解析結果を山本が発表した。Kが

二つのミュウ粒子に崩壊する率がアメリカのグル

ープが発表した値 (5.8× 10の -9乗)よ りたか
い (8.2× 10の -9乗)と発表し,注目を浴びた。

本年 8月 のSingaporeの 国際会議で彼らは新しい

データの解析結果として 7.6× 10の -9乗 とゆう
暫定値を発表し,我々との差が誤差範囲では無く

なったと考えられるようになった。現在我々は全

データーを解析中で,今年度末には最終結果がで

ることを期待している。 山本祐靖,11月 (物理)

翡銅酸化物高温超伝導体の分類法と設計指針 高
温超伝導を示す層状銅酸化物の構造的,物性化学

的条件を明らかにした分類法と,新超伝導体開発

のための設計指針を導いた。この方法では,Cu
04正方形からなる2次元Cu_0面を 1枚ずつ挟み

込み,ま たキャリヤー濃度を調節しうる「プロッ

ク層Jの概念を導入する。ブロック層中の頂点酸

素 (面内の Cuの 上下に位置する)の有無 (十 型 ,
一型)考えて,Cu¨ 0面を (― ,一)正方形型 ,

(十 ,一 )ピ ラミッド型,(+,+)八 面体型 ,
に分類する。各々は (a)n型 ,(b)p型 ,(C)
p型,の特性を示すことが示されており,こ の結

果 Cu_o面
`←

キャリヤーを導入するためのブロッ

ク層の具体的な元素置換の方法が予測可能である6

この方法に従って従来知られている高温超伝導体

が例外なく分類整理されるだけではなく,新 しい

構造 (格子定数,空間群,組成)の設計が可能で

ある。実際,予測通りの新しい超伝導体ファミリ

ー (例えばBi-2222相 )が合成されたはか,その

構造予則性を活かして超伝導転移温度や電子状態

の構造敏感性を調べるのに適 した系が合成され ,

その物性が詳 しく調べ始められている。
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十倉好紀 ,有馬孝尚,11月 (物理)

鶉乙女座銀河団中の銀河の紫外線検出 国立天文
台との共同で,宇宙科学研究所のロケット観測に

より,乙女座銀河団中の40個余りの銀河からの紫

外線の検出に成功した。系外銀河からの紫外線の

検出は,表面輝度が弱いことから, これまできわ

めて限られた銀河についてのみに行われており,

多数の銀河についての輻射の総量がごの波長域で

得られたのは始めてのことである。近傍の銀河の

紫外光の総量を測定することは,赤方偏移の大き

い遠方の銀河を可視域で観測したときの基準とな

るもので,宇宙の距離尺度を研究する上で重要で

ある。また一方,紫外線は銀河の活動度を示す指

標として,青い星からの寄与を最もよく示す波長

域である。本研究で得られた結果は,今後のハッ

ブル・ スペース・ テレスコープによる詳細な銀河

紫外線の研究に発展するものと期待される。 助

手 尾中 敬,11月 (天文)

鶉日本 :BM科学賞受賞 岩澤康裕教授 (化学)
は,こ のたび第 4回 日本IBM科学賞を受賞した。

岩澤教授は,同体表面の触媒作用について,動的

な反応過程の追跡,異種分子による反応経路の制

御などの研究を進めてきた。今回の受賞テーマは

「活性表面の設計と触媒反応機構の解明Jで,意

図的に設計,合成された活性サイトを持つ金属固

定化触媒上での反応機構の解明を通して,触媒作

用に関する新しい概念を導出したことが高く評価

されたものである。 有賀哲也 ,11月 (化学)

蒻蛋自分解酵素のX線結晶構造解析 形は機能を

表す。これは蛋白質についても然り。それ故に蛋

白質の二次元構造の全貌を解明するために多くの

努力が払われてきた。黒コウジカビが産生する蛋

自分解酵素のプロクターゼAは,類縁酵素の性質

からは予測できない種々の奇妙な挙動を示す。そ

の二次元構造を知るために結晶化が試みられ, 3

種類の結晶形が得られた。そのうちの 1つは,一

辺60μ mの小さな柱状の結晶だが,X線回折像の

測定により,分解能 1.5A以上,空間群P2121

2(ま たはP212121)で ,非対称単位に 1分子
が含まれることが分かった。また,含水率は15.5

%で ,蛋 白質の結晶としては最も含水率が少なく,

やはり結晶になっても変わっている。構造・機能

相関の解明に向けて,現在解析が進行中である。

田之倉 優,11月 (生物化学)

蒻温泉産の好熱性ラン色細菌 我々の研究室で別

府温泉の57℃のお湯の中から採取してきたラン色

細菌 (ラ ン藻 )は ,室温では全 く生えないが,60

℃近い高温で盛んに増殖する好熱性光合成生物で   0

ある。最適の生育条件下では,co2やN H3など

の無機物のみを利用 して,3時間に 1回分裂する

という速い増殖を行う。これは生物界で最も速い

無機物から有機物の合成速度と言える。これに加

えてその蛋白質が非常に安定であるため,光合成

研究の良い材料となり,我々の研究室をはじめ ,

国内外の10数研究室で利用されている。最近,こ

の生物が別の面から注目されてきた。 1つ は光エ

ネルギーを利用してH20を分解するという光合成

特有の反応が比較的安定であるため,H20から地

を作るバィオリアクターとして利用できないかと

いう問題である。もう1つ は現在大きな問題とな

っている大気中のC02濃度増加に関連し,工場の

余熱を利用して本ラン色細菌を培養し,工場から   ● |

排出されるC02を再利用しようという試みである。

そして民間の研究者を含めたいくつかの研究班が

組織され,こ の方面の研究が開始,ま たはされよ

うとしている。 加藤 栄,11月 (植物)

魏核孔に特異的に存在する糖蛋白質 核内に存在

する核蛋白質は遺伝子情報の発現などの重要な役

割を持っている。このような核蛋白質は細胞質で

合成されてから核質に移動しなければならず,そ

の機構を解明するためにまず輸送の関門である核

孔の生化学的性質を調べた。その結果,核孔に存

在する蛋白質群には N‐ acaylglucosamine一 個の
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残基が threOin/serilleに 結合し細胞質または核質

側に露出していることがわかった。この糖鎖は核

孔に特異的に存在し,特異的にこの糖鎖と結合す

るレクチンを細胞内に注射すると核内への蛋自質

輸送が阻害された。また核孔に特異的な単クロー

ン抗体を作製し免疫ブロットを行うと分子量の異

なる10種類以上のバンドが核膜から検出され,主

なバンドは68,62,45Dに対応した。その中の分

子量62kDの蛋白質の部分アミノ酸配列から作っ

た核酸をプローブにして,その蛋白質のcDNA配

列を決定した。これらの実験は米国のNIHで行い,

すでにいくつかの論文として発表した。現在はこ

のような蛋自の特異的輸送に対する理解などを応

用し,内分泌細胞におけるホルモンまたは受容体

の発現と代謝を研究中である。 朴 民根,11月
(動物)

魏中国で北京国際生殖生物学シンポジウム 本年
10月 23日か ら26日 の三日間 ,中国科学院動物学研

究所生殖生物学開放実験室 (日本で言えば共同利

用施設に当たるらしい)の主催で北京国際生殖生

物学シンポジウムが行われた。中国及び欧米を中

′とヽとした各国から約 250名の研究者が集まり,主

に哺乳類の生殖生物学的研究を中心に最近の成果

の発表と,討議を行 った。開会を数日後に控えて

本 シンポジウム開催の最高責任者であった張致一

教授が急逝されるという,思わぬ不幸が有り,開

会に際 して内外の研究者による追悼スピーチと ,

黙祷が行われた。その後ひき続いて ,講演と熱心

な討議が行われ ,予想以上の盛会であった。参加

者が中国の組織委員会からの招待者にllk定 された

ため,中国以外の国からの参加者は, 4名 の日本

人を含めて,20名程度であった。東京大学の動物

学教室からは,舘か参加 しマウス着床期胚の培養

に関する報告を行った。全般に,運営に不慣れな

点も日だったが,中国の研究者の熱意が印象的で

あった。最新のバイオテクノロジー分野では,欧

米や日本と比較 しても,か なり高 レベルの研究が

行われているが ,問題意識が比較的限定された先

端分野に集中している傾向が感 じられた。その一

方で ,ゴーイングマイウエイ型の ,さ すが中国と

思わせる研究も有り,外国からの出席者の関心を

ひいた。 舘  郊 ,11月 (動物 )

笏日本海堆積物よリロードクロサイ ト, マグネサ

イ トの発見 昨年夏, 日本海形成史の解明を主目
的とする深海掘削調査が,ODP(国 際深海掘削計
画)の第 127, 128節航海として行われたが,回

収されたコア試料 (全長約 4 bl)を 詳細に分析 ,

検討した結果,中部中新統γ鮮新統の珪質堆積物

中にロードクロサイト,マ グネサイトがかなりの

量含まれている事が分かった。同位体組成や希土

類元素含有量から,ロ ードクロサイトは初生的には

マンガン酸化物として海底に沈積 したものと考えら

れる。この事は,中期中新世の頃からすでに遊離

酸素に富む深層水が日本海に存在していたことを

意味する。一方,マ グネサイトは石膏や岩塩など

の蒸発岩にともなうことが多く,今回のように普

通の海成層中に産することは極めて異例である。

マグネサイト含有量と有機物含有量,硫化物含有

量の関係や実験データなどから, 日本海堆積物中

のマグネサイトの形成は,表層堆積物中の間隙水

のアルカリ度が異常に高 くなったことによって引

き起こされたと考えられる。回収されたコア試料

中には ドロマイト,アパタイト,バライトなども

かなり含まれている。これらの産状を手掛かりに

1800万年に及ぶ日本海の環境変遷史を明らかにす

る研究が進行中である。 松本 良,11月 (地質)

魏珪酸塩鉱物の熱水中への溶解 陸圏と水圏間の
物質のやり取りや地下深部での岩石と熱水の反応

等の過程で,鉱物の水溶液中への溶解はしばしば

律速段階になっている。従って,溶解機構を明ら

かにし,正確な溶解速度を見積ることは,地球に

おける定量的な物質移動のモデルを作る上での大

きな課題の一つである。近年,イ オンピームを用

いる等様々な表面分析の手法が鉱物学にも導入さ

れ,溶解する珪酸塩鉱物の表面に,数百～千A程
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度の厚さの表面層が形成され,そ の内部での様々

な過程が重要な役割を果たしていることが明らか

になってきた。藤本は,Bo Vdde(Ecole Norm‐

」e Supe riellre,France)と 共同で,マ ントルの

主要構成鉱物と考えられるオリビンについて,600

～800℃ , l kbの 条件下で水との反応実験を行

い,表面層の性質をX線光電子分光や,15N(lH,

αr)12cと ぃぅ原子核反応を用いた水素濃度プ

ロファイル等で調べた。その結果,Mgが 溶脱し,

多量のHを含む,独立したSi04四面体が縮重合し

たと考えられる構造を持つ 100～ 200Aの 厚さの

表面層が見いだされた。このように,い くつかの

表面分析法を併用することによって,よ り細かい

表面層の性質がわかり,分子レベルでの鉱物の溶

解機構を明らかにすることが可能になると思われ

る。 藤本光一郎,11月 (地質)

鶉太陽系初期の水を含む物質の成因 炭素質コン

ドライト隕石は我々が手にし得る最も始原的な物

質であり,太陽系初期の小天体を構成していたも

のと考えられている。この種の隕石の大部分は水

を含む層状ケイ酸塩から成立っている。最近,我

が国の南極観測隊が持帰った炭素質コンドライト

の中に,層状ケイ酸塩からなる脈が存在すること

を発見した。隕石が構成していた小天体 (母天体)

表層には物体の衝突による角れき岩化作用が普遍

的であるが,そのような脈は角れき岩化作用の際

にできる破片の隙間を満たす形で存在している。

炭素質コンドライトの層状ケイ酸塩が太陽星雲ガ

スからの直接凝縮物か,あ るいは母天体集積後に

氷が溶解した水の作用による二次的生成物か,こ

れまで長い間問題になって来た。今回の発見は後

者の成因説を強く支持するとともに,水質変成が

母天体表層での角れき岩化過程と同時に進行した

こと示す有力な証拠と考えられる。Nature 345,

138に発表された。 留岡和重,11月 (鉱物 )

翡海外学術調査 今年,夏から秋にかけて次の海

外学術調査がおこなわれた。小日 高 (7.9～

9。 5)「日本 0シ リア合同シリア・ デデリ遺跡

調査団J(隊長 :赤澤 威総合研究資料館助剃D

はネアンデルタール人の居住した洞窟を発掘した

が,地形・地質班の一員として洞窟内や周辺の流

域における土砂の侵食 0堆積過程が,最終氷期以

降の気候変化に強く規定されたことを明らかにし

た。池田安隆・ 須貝俊彦 (7.10～ 9.4)ト ル

コ, ボアジチ大学カンデイリ観測所の招きにより,

北アナトリア断層帯西部の最近の地質時代におけ

る活動に関する調査を行なった。今回は,次年度

以降の本調査に向けての予備調査である。北アナ

トリア断層帯は,ア ナトリア・ プレートとユーラ

シア・ プレートを境する横ずれ型プレート境界で

あり,今世紀に入ってから一連の被害地震を発生

している。この断層帯の最近の地質時代における

活動度 (すべり速度)と 活動周期については,間

接的なデータから様々な推定がされているが,定

説がない。今回の予備調査の結果,同断層帯の過

去数回の活動を示す地形学的証拠を得,次年度以

降の本調査の見通しを得た。大森博雄 (9.7～
9.27)「黄土高原緑化に関する基礎的研究」を

遂行するため平成 2年度第 2回現地試験・ 調査を

行なった。渡辺満久 (10。 11～ 10.29)中国新彊

ウイグル自治区,ウ ルムチ,ホ ータン,ボストン

湖周辺においてタクラマカン沙漠形成史解明のた

め,地形・ 表層地質の概査,ボーリング地点の選

定,沙漠化の実態の観察を行なった。 11月 (地

理)

魏中国と東南アジアの植物調査 日本の植物相は

中国のものとよく類似していて,日本の植物相の

成立過程を探る上でも中国の植物を調査すること

が大いに期待されていた。「中国西南部のシダ植

物のバイオシステマティクスJ(研究代表者岩槻

邦男)では,云南省地域のシダ植物の系統・ 進化

を明らかにするために,野外調査と分子分類学を

組み合せた調査研究を 7～ 9月 に行った。本研究

は1992年度まで続 く。

熱帯では降雨後の増水によって河川の堤や川床

―- 14-
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は周期的に激流中に没する。このような環境には

漂流植物と呼ばれる植物のみが生育できる。この

植物は特殊環境がもつ単面的な選択圧の下で生 じ

たと思われる共通した特異な形態を示す。加藤雅

啓,邑田仁は漢流植物の起源と適応を明らかにす

るために,マ レー半島とボルネオで 8～ 10月 に調

査を行った。本調査は1991年度まで。 11月 (植

物園 )

蒻 トップクオークの謎にせまる 欧州共同原子核

研究機構 (CERN)の世界最大最高エネルギーの電

子陽電子衝突型加速器 LEP(Large Electron Po_

sitron Collider)を 用いた我々OPAL実験は最後

の未発見素粒子であるトップクークの質量が 14
+38_44 GeVと ,重いことを明らかに した。昨年

9月 より本実験に入 った我々OPAL錬 京大学を

はじめとする24研究組織よりなる)グループは ,

この8月 末までに15万例の弱相互作用を媒介する
|

Z°粒子の生成事象を確認し,標準理論か非常に良

い精度で成り立 っており残された最後の未発見素

粒子であるトップクオークのありかを探っていた。

高い実験精度で標準理論を検証 しつつある我々の

グループは既に物質を構成する基本素粒子の世代

数は 3で止 ぅていることを明らかにしており, ト

ップクォークの質量
―の推定はその精度の良さを示

すものである。折戸周治,竹下 徹 ,11月

(物理 ,素粒子物理国際センター)

饒順調に進行する超低速ミュオンファシリティの

建設 中間子科学研究センターは,高エネルギー

物理学研究所分室に,KeV領域の正 ミュオンビー

ムを強力に発生させ基礎原子物理や表面科学の革

新的な研究を行うファシリティを建設している。

新建屋「超低速 ミュオン実験棟」の建設作業は

空梅雨と最少の台風到来という気象条件に恵まれ ,

順調に進行している。陽子ビームラインに面した

壁面と新陽子ビームライントンネルが完成し, ビ

ームラインの土盛りも復旧した。10月 23日 より,

建屋建設作業を継続しながら旧実験室へのビーム

輸送が再開されている。建屋本体の完成は2月 末 ,

設備等も含め 3月 末に竣工となる。

新陽子ビームラインの電磁石等のビームライン

コンポーネントの製作が開始され, 1,000ト ンに

及ぶ鉄シール ド及びビームダンプの製作もスター

トした。 ミュオニゥム解離用レーザー源について

は,(ls→ 2p)励 起用の 112 nmの 光をつ くる

212 nIIn,824 nmの 光及び (2p→非東縛)励起

用の 355 nmの 3つ の光を同時にとりだすことが

できるようになっている。 永嶺・ 西山・三宅・

坂元・岩崎・福地,11月 (中間子)

「理学部研究ニュースJ欄に掲載のそれぞれ

のニュースの詳細については,年次報告等に紹

介されておりますので,該当の教室・ 施設 (ニ

ュース末尾の ( )内 )に連絡して下さい。
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